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抄録:平成 22年度国立大学図書舘協会海外派遣事業および広島大学後援会国際交流助成事業として.11月

29日より 9日間の日程で英国の大学図書館などを訪問した。独立したインフォメーション・コモンズを持

つグラスゴー・カレドニアン大学とシェフィールド大学について報告する。また，シェフィールド大学につ

いては，インフォメーション・コモンズ内で受けた情報リテラシー教育の模擬ガイダンスについても報告す

る。園内各大学図書館のラーニング・コモンズのこれからに役立てるヒントを提供する機会としたい。
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1. はじめに

1 . 1 目"19と
平成 22年度の国立大学図書館協会(以下，国大

図協)海外派遣事業および広島大学後援会国際交流

助成事業として.11月29日より 9EI flkJの日程で英

の大学図書館を訪問する機会を得た。

調査の 1~1 的は，ラーニング・コモンズ先進国英国

の図書館及び関連施設を訪問しラーニング・コモ

ンズを中心とした図書館施設設置のコンセプト，連

の仕組み，効果等について実地調査を行い，併せ

て，情報リテラシー教育を始めとする利用教育の実

施状況，実施体制，効果等についても調査するとい

うものである。

は，シェフィールド大学とグラスゴー・

カレドニアン大学で、ある。シェフィールド大学では

2007年にラーニング・コモンズを中核とする大規

模な独立施設を新設レ情報リテラシー教育を熱心に

展開しており，グラスゴー・カレドニアン大学もま

た，図書館機能を含む独立したセンターを 2006年

に新設している。また，ラーニング・コモンズとの

比較のために，英国国書館と伝統的な大学問書館で

あるオックスフォード大学ボードリアン図書館の見

学も行った。

なお今屈は，国大図協の派遣事業による和田由季

(広島大学図書館)と津村光洋(烏現大学附属問書:

宣言)の調査に加えて，時様の目的で広島大学後援会

国際交流助成事業に採択された日野美聴(広島大学

の調査も合同で行うことになった。

1.2 El程

全体の日程は，以下のとおりである。なお，この

間ヨーロッパは大寒波に襲われたが，予定どおりに

訪問することができた。
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11129 (月)ロンドン経由でグラスゴー着

11/30 (火)グラスゴー・カレドニアン大学ソルタ

イヤ・センター訪問

12/1 (水)グラスゴーからシェフィールドへ

12/2 (木) ~12/3 (金)シェフィールド大学図書:

長官訪i珂
12/4 (土)シェフィールドからロンドンへ

12/5 (日)オックスフォード大学ボードリアン図

書館訪問

12/6 (月)英国国書館訪問，ロンドンから日本へ

1217 (火)成田着

1.3 Iラーニング・コモンズ」と fインフォメー
ション・コモンズ」

今閤訪問した 2大学で、はラーニング・コモンズの

名称として「インフォメーション・コモンズ」を

使っている。厳密には，インフォメーション・コモ

ンズをラーニング・コモンズの前段階の施設として

区別する場合もあるが，本稿では両者をほぼ同種の

施設と考え. Iインフォメーション・コモンズ」に
表記を統一することとし文脈により適宜「ラーニ

ング・コモンズJを使用する。

2. インフォメーション・コモンスご

2.1 グラスゴー・カレドニアン大学 ソルタイ

ヤ・センター

Glasgow Caledonian University 

The Saltire Centre 

http://www.gcu.ac . uk/thesaltirecen tre/ind-

eX.html 
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2.1.1 グラスゴー・カレドニアン大学とソルタイ

ヤ・センターについて

グラスゴー・カレドニアン大学は，スコットラン

ドのグラスゴーにある大学で，その歴史は前身であ

るクイーンズ・カレッジが設立された 1875年まで
る。近代的なピル群が建つキャンパスは市内r:t心

部にあり，パスセンターや鉄道ターミナル釈からも

すぐという立地の良さである。学生数は約 17.000

人で，ピジネス，鰭康，科学技術分野で 6つのス

クールがある l}O

ソルタイヤ・センターは，図書館機能を含む

「キャンパスの社会的な中心，学生が勉強するとと

もに入と出会い交流する場所J21として計画され，
2006年 1月にオープンした。キャンパスに入って

まっすぐの突き当たりに建っている 5階建ての建物

がそれで、，マリンブールーの円筒型付属建築物が印象

的である。 独立はしているが，北国であることも

あってか， 1患の建物とは渡り廊下などを通って外に
出ることなく行き来ができるようになっている。

写真 1 ソルタイヤ・センター外観

参考文献として， Jan Howden著，TheSaltire 

Centre and the Learning Commons conceptJl'を読

んでいた。これを基に，訪問前に以下の貿i喝をイン
フォメーションサービス

史に提出していた。

1 .ソルタイヤ・センターにおける，図書舘と

他の大学部門とのサービスや空間の共有状態はどの

ようになっているカ、?

2 .ソルタイヤ・センター各フロアの構成につ

いて

3 .学生のソルタイヤ・センターの利用形態

(個人学習やグループ学習など)について

4 .ソルタイヤ・センターオープンf麦の図

や図書館職員の大学内における変化の有無について

5 .ソルタイヤ・センターの現在の問題と将来

の白的について

2.1.2 ソルタイヤ・センター内の

2， 3) 

1. 

当日は記質問iに沿った7訟の案内や説明を

約半日かけて受けた。

Campbell女史によれば，ソルタイヤ・センター

の特徴は，次のとおりである。

・1)ラックスできる，会話ができる空間

.様々な学習スタイルに対応できる空間

-学生自身で利用できるサーピス(セルフサービ

ス，セルフラーニング)を提供

これらの特徴を踏まえながら，当センターの建物

構成をまとめてみる。

4 r;皆(日本でいう地上5階):最も静かな学習フ
ロア(“SilentflOOl・")，パソコンは使えるが，持ち

込みのみ

3階:静かな学習フロア

2階:やや静かな学

“Quieter Area" ，実際は

学習フロア

フロア(ここまでが

にぎやカサ，グループ

11能:入口，グループ学習フロア，職員の事務室
地階:ロピー，相談カウンター(，ベースJと

ばれる).グループ学習フロア，カフェ

セルフサービスのための自動貸出装置やコぜー

は，各階に設置されていたが， 2 r帯以上ではi坊音の

ためパーティションで西方を阻んだ"1:1にi置かれてい
た。

また，センター内には， 400台のデスクトップ・

パソコンが設置しである(大学全体では 800台)0

~I!~~設 LAN のアンテナも 3主えている。 i員一日時の“Si司

lent floor"でも一角でパソコンは使えるようである

が，ほとんど使っていないようであった。この賠

は.キーボードをたたく音さえも部られるような静

寂な空間であった。

各フロアが色分けされていることが，特に印象に

残った。下の階はビビッドな黄色やオレンジ色が多

用されているが，上の1)皆に行くほど落ち着こいた色調

になっていて，最上階はブラウンとグレーを基調と

した空間となっていた。 開覧室だけでなく， トイレ

の中まで向様に色分けされていたのには驚かされ

た。また，什器類も各階で異なっていた。例えば，

1， 2階には大きくてカラフルなクッションが澄い

てあって，床に座ってくつろいだ姿勢で話が出来る

ような雰囲気になっていた。一方，最上階には，座

面が低めでゆったりと本を広げることができる

子があった。また，グループ用には布状のものでl限

馬車のi腕かテントのように空間を仕切るなど，見た
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こともないような調度品が置いてあって，楽しい空

間が提供されていると感じた。

11暗入口に小さなカウンターがあり，職員が1人

配置されていたが，ここは来館者の受付だけの感じ

であった。(我々もここで訪問の旨を告げて，

Campbell女史を待って面会した。)これに対して，

地階の相談カウンター「ベース」がレファレンスの

窓口になっている。ここにはパートタイマーや学生

アルバイトを数名配置し簡単な質問については彼

らが対応し専門的なレファレンスのみを可書に取

り次いで、いる。

また， iベース」ではメディア系の支援，学生の
経済支援や官学生支援についても対応しているとの

31明カτあった。 1望書:古自のウェブサイトによると， こ
こではさらに「経済支援，就職支援，育児支援，就

学支援，留学生支援Jl'といった幅広いサービスを
提供しているとある。これを象徴するように，カウ

ンター付近には学生生活に必要な様々なパンフレッ

トなどが置いてあり，その仁1=1からソルタイヤ・セン

ターの案内を探し出すのに苦労したことを覚えてい

る。

北米等のラーニング・コモンズでは，マサチュー

セッツ大学アマースト校の DeBois国書館のよう

に， レファレンスの窓口とは別に，従来の図書館に

はなかったライテイングセンターやキャリアセン

ターのカウンターを設置し 専門の職員を配置して

いる事例があり，すでに日本でも紹介されている。

ソルタイヤ・センターでもこうした先行事例と類似

した幅広い学生サーピスを行っていることが確認で

きた。

ただ，図書館以外のサービスのために配置されて

いる職員数は見たところ 1~2 名であり，この人員

でこうした様々なサービスを提供するとなると，そ

の内容は自ずと設定されたものになると思われる。

また，マサチューセッツ大学アマースト校のよう

に，キャリアセンターなどがそれぞれ独自のカウン

ターを設けている事例に比べると， レファレンス・

カウンターの一角でそれらを行っているというやや

控えめな感じであった。全体的な印象では，ソルタ

イヤ・センターが学生を引きつける最大の要因はあ

くまで多様な学習スペースの提供にあり，図書館以

外の学生サービスを受けられることは，いくつかの

次的な要因のーっと考えた方が良さそうである。

質問 lについては，ソルタイヤ・センターは図書館

が学内の他部門が共有するスペースというよりも，

あくまでも国書錯部門のスペースであり，その中に

他部門のサービスポイントがある，と考えるのが妥

当であろう。
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ソルタイヤ・センターの下層階にはカフェもあっ

て学生の集う賑やかなスペースとなっており，そこ

から上の階に行くほど我々のよく知る静寂な図書館

の雰関気になっていった。ソルタイヤ・センターの

中に，学生の憩いの場と従来の閣議:館が共存してい

るという感じであった。

写真3 ソルタイヤ・センター 1措

2， l.3 ソルタイヤ・センターと図書館(質問 4，

5) 

見学の途中，シニア・ライブラリアンの Marion

Kelt女史ら 3名の図書館職員の方からもお話を

伺った。それをまとめてみると次のようになる。

，当初は静寂スペースなどのゾーニングが明確で、

はなかったが，毎年(アンケート等で)利用調査を

行ったところ，伝統的な図書館の空間を望む声も多

く，その都度結果をフィードパックして机や椅子を

配量しなおすなどして，現在のかたちになった。

・ソルタイヤ・センターで様々なことができるの

で¥利用者が集中している問題がある。

-大学のピジョンや目標との関連が大切。

-入学希望者の増加や就職率の向上に貢献するな

ど，ソルタイヤ・センターによる大学のブラン



大学国書館研究 XCII(2011.8) 

ド化を重視している。

-伝統的な関書館と新しい学習空間のバランスの

とれた共存関係をつくりだしてゆくことが今後

の課題である。

以上の話からは，国書舘機能を含むとは言え，大

学の目指すところを抜きにしたセンターの運営や将

来計闘はあり得ないという，当センターと大学との

関係が窺える。

2番自の「利用者が集中しているJことについて

は，ソルタイヤ・センターが成功している表れだと

考える。センターには大学が管理しているデスク

トップ・パソコンの約半数を設霞し各フロアの精

子やインテリアなどを利用形態に合わせて配置し

地階の相談カウンター「ベース」に学生サーピスの

窓口を集めて， と利用者確保のための幾重もの工夫

が見られる。ソルタイヤ・センター l年目の学生へ

の調査では， 95パーセントが当センターを「いつ

も」・「定期的J. Iときどきjは使用し 79パーセ
ントがけl~常に満足」イi前足j と回答している九

「利用の集中jはまさに望んだ下古果であるわけだ、が，

もしその対策を考えるとすれば，後述のシェフィー

ルド大学のインフォメーション・コモンズが，当初

から増改築を考えていたという点で一つの解決策を

した学習用の医i書館であるのに対し， 1959年開舘

のウエスタン・パンク図書館は，現在では明究用の

図書館となっていて，大学の蔵書のほとんどがここ

にあり，図書館の事務室もこの建物内にある。ウエ

スタン・パンク密書館では法律の規制のためになか

なか改修を行うことができず，ほとんど開館当時の

ままの状態とのことだ、った。

なお，ウエスタン・パンク圏書館には充実した日

本関係資料のコレクションがあり， 2日間にわたっ

て我々がお世話になったのは，このコレクションを

担当する GillGoddard女史である。

提示しているように思われる。 写真4 インフォメーション・コモンズ外観

また， ラーニング・コモンズを関目立したばかりの

認j詣:館から来た我々にとって非常に印象に残った空 2，2，2 インフォメーション・コモンズの計画と背

開設計が初めからできあがっていたわけではないこ

と，利用者の声に耳を傾けた結果(まだ過程か)で

あること，など大切なことを教えていただいた。

すっかり日の洛ちた中，青い竜自ffiの大きなクリス

マスツリーを挑めながら，雪のソルタイヤ・セン

ターを後にした。

2.2 シェフィールド大学 インフォメーション・

コモンズ

University of Sheffield 

Information Commons 

http://www.sheffield.ac . uk/infocommons 

2.2.1 シェフィールド大学図書館について

シェフィールド大学は，英国中部のシェフィール

ド市内に位置する。 1905年設立，学生数約 24，000

人の英国有数の総合大学で、ある。 I望書館は.以前は

13の分室等に分散していたが，整理統合を行い，

現在では中心となるインフォメーション・コモン

ズ，ウエスタン・パンク図書館の他，病院図書室な

ど4館から構成されている。

インフォメーション・コモンズが学部生を対象と

区主

万L

インフォメーション・コモンズの計画自体は

1998年に始まった。 20例年に最終的な計画が学内

で了承され， 2005年5月に建設を開始， 2007年4

月にオープンした。 7階建てのインフォメーショ

ン・コモンズの外観は，斬新なデザインで非常に

象的である。

我々が訪問した当証，大雪のため大学会体が休講

となっていた。当初案内していただく予定の方が雪

のため出勤できず，急、;怠図書館長の Martin

Lewis氏にインフォメーション・コモンズを案内し

ていただいた。 Lewis氏はインフォメーション・コ

モンズに計画段階から関わって来られたインフォ

メーション・コモンズに最も詳しい方とのことであ

る。

Lewis氏はインフォメーション・コモンズを作っ

た理由として次の 2点を挙げた。 1点目は以前ウエ

スタン・パンク図書館内にあったパソコン・ルーム

の利用者が非常に多くなり，学生が長時間利用する

には不向きだったことである。このことは，イン

フォメーション・コモンズ完成前にウエスタン・パ

ンク図書館を訪問された方による IPCコーナーに
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約 100台のパソコンが設置されているものの，不足

気味で利用待ちの学生の列ができていたjという

告からも確認できるヘ

2点目は図書館とパソコン・ルームの空間的な分

を解消し紙媒体の資料と電子的な 1)ソースを統

合的に利用できる空間を目指したということであ

る。

シェフィールド大学のウェブサイトには.これら

の点を含めて，インフォメーション・コモンズの計

目的を以下のようにまとめである。

-学習スペースの大幅な増加

・質が高く，過度に混みあうことがなく，学生に

と電子媒体のリソースを閉じ杭の上で

利用する場所を提供することができる新しい学

の創造

入学習室から予約可能なグループ学習

室まで.様々な学習スタイルをサポートする多

学習空間

.11万Illlの学生JFjテキストのコアコレクション

の収容能力

LANと大部分の学習用デスクに設置する
デスクトップ・パソコンを合むIT設備

-身体障害のある学生が完全に自由にアクセスで

きる空間

. 1日24時間，週7日間無体で利用できるよう

され，優れたセキュリテイを持つ環境

に機能的かつフレキシブルで，学習パター

ンと技術の変化に対応できる建物

しい主要な建築としてキャンパスと町を代表

しシェフィールド大学がそれによって学生へ

の学習スペース提供における主導的な地位を得

られるような象徴的な建物，1

インフォメーション・コモンズによって，まさに

これらの日的が達成されているというのが見学後の

感想である。

2.2.3 インフォメーション・コモンズ内の様子

インフォメーション・コモンズは，レベル 0~6

(日本でいう 1~7r暗)のフロアを持つ7階建ての建

である。中央部分はレベルOから 3にかけて吹き

となっている。内部には 1.350席の学習スペー

スに 550台のデスクトップ・パソコンが設霞されて

おり，また，全域で?Afi$泉LANが利用可能で、ある。
建物の入口には. IC身分証で入館できるゲート

があり，その横には;警備の職員が常駐している。

ゲートの認証で入館者の状況を常に把揮することに
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より，セキュリティの向上にも役立っている。

ゲートの側には資料の返却口がある。資料の貸

出・返却はこの返却口と鵡内に複数設置されている

自動貸出装置により，すべてセルフサービスで行わ

れている。 返却日の裏制では，ベルトコンベヤーの

ような機械で返却資料が自動的に配架先の階ごとに

仕分けされるようになっていた。インフォメーショ

ン・コモンズでは人件費削減のため，可能な限りこ

うしたサーピスのセルフf七や自動イヒを行っていると
のことである。

入口の正面には，インフォメーション・デスクと

いうカウンターがある。ここと一つ上の階のカウン

ターで，それぞれ図書館サーピス， ITサポートの

サービスを分担している。地階には入口の棋にカ

フェもあり，サンドウイツチなどの軽食を食べるこ

とができる。カフェの一角にもメールのチェックな

どができるパソコンが並んで、いた。

建物中央の吹き抜けスペースは開放的な雰囲気で

ある。各時ごとに基調となる急が決められており，

家具や壁の色が統一されていた。

レベル 1から 3 (2~4 階)にかけて開架式の

架があり，テキスト類を中心に大学のJ読書全体の 6

パーセント相当，約 11万i貯の資料が置かれている。

このあたりは会話のできる学習スペースで，集まっ

た学生でにぎやかな雰囲気だ、った。講義や講習会に

利用される教案や，数名で利用できるグループ学習

室も複数設霞されていた。

レベル4以上は全域が個人学習専用のスペースで

ある。個人用の杭で、は一人当たりのスペースがたっ

ぷりとられ，長時間学習に適した学習スペースのよ

うに感じた。外のトラムや車の騒音を遮断するた

め，窓、は間関できない密閉式，壁面や天井にも

を吸収する素材を用いるなど細かな配慮がされて

いた。

写真5 インフォメーション・コモンズ吹き抜け
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また，建物内の案内には電子掲示板が多用されて

いる。こ~"Lらによりインフォメーション・コモンズ

内のパソコンの空き状況をリアルタイムで表示する

他， BBCのニュースや天気予報も流されていた。

2.2.4 印象に残った点

見学してまず印象的だ、ったのは，会話のできるス

ペースが賑やかで、あるのに対して，個人用の学習ス

ペースでは完全な静寂が保たれており，両者の区分

けが徹底していた点である。 2009 11月にここを

訪問した逸村裕氏も指摘されているが8) 両者は壁

で仕切られた完全な別スペースで，個人学習スペー

スに一歩入ると誰一人話をする者がなく，学生が

黙々と勉強しているのが印象的だ、った。

Lewis氏によれば，開館当初は静かなスペースと

会話可能なスペースとをきちんと分けていなかった

が，学生の希望調査を行ったところ倒入用の静かな

学習スペースを求める声が多く，その意克をフィー

ドパックして現在のような明確なゾーニング、を行っ

たとのことである。

また，学部や学年によって利用の仕方は異なって

いるので，学生の利用を注意深く観察して，それに

合わせて空間をアレンジしてゆくことが大切で、ある

と言われていた。

興味深かったもう一つの点は，インフォメーショ

ン・コモンズでは将来，図書館をめぐるメディアの

(例えば電子ブックの普及など)が生じても，

それに合わせて容易に改築やアレンジを行えるよう

に工夫して建物が計企画されているという説明であ

る。インフォメーション・コモンズは当初から建て

増しも予定しており，将来予算がついたときには，

横の空き地に拡張を行うとのことだ、った。

イギリスでは町を歩いていると，何百年も前の建

物を利吊して屈舗や住居をつくるなど，古いものを

残しつつ新しいものと融合させるセンスに感心させ

られるが，何十年も先を見越したこうした計棋は，

いかにもそうした伝統のある国らしいと感じた。

なお，北米等のラーニング・コモンズで行われ，

これまで日本でも紹介されているような，論文の作

成指導や学習・学生生活全般に関わる相談といった

サーピスにはあまり力点がおかれていないようで，

それよりもむしろ.多様で快適な学習スペースの提

供にカを入れている印象を受けた。

2.2.5 インフォメーション・コモンズの問J芭d点
次にインフォメーション・コモンズの運営の中で

生じている問題点について見てみたい。

インフォメーション・コモンズでは開館t1、来，館

内の清掃が大きな問題となっている。開館当時は

24時間関館のため，とくにijiJjなどはゴミが散乱し

てひどい状態だ、ったとのこと。見学前にも， Lewis 

氏から，あらかじめ「残念ながら，あまりきれいな

状態でお見せすることができないjと説明され，

学の途中で実際に床に菓子くずが散乱しているとこ

ろもあった。また，場所によっては壁の汚れがひど

く，毎年塗り替えているところもある。 清掃は入館

者の少ない早朝などに，区画ごとに立ち入り禁止に

して行うなど， i多くのj誌で241時間開館の図書館や
学習スペースは，大学の既存の建物よりも，空港の

ターミナルのような建物に清掃やメンテナンスの面

で共通しているjとのことである九

また，インフォメーション・コモンズカfできてか

ら，学生と図書館職員のコミュニケーションが変化

したという話もあった。具体的には，学生が宜接カ

ウンターや図書:自官に来なくなり，メールやブログ，

ツイッターなどによるやり取りが増えたとのことで

ある。

Goddard女史は f学生がウェブで資料の検索や
予約をするため，書架のブラウジングで多くの本と

接する機会がなくなり，予約で取り置きされる資料

は長時間他の利用者が使えない。その一方で、，開書:

館員の仕事は学生の予約資料を書架から集めるだけ

になり，これでは荷役の牛や馬 (beast)みたいだ

わ」と嘆いておられた。 Lewis氏は，こうした状況

は図書館員の専門性にとってはリスクとなると述べ

ていた O 他方で，職員の中には統計的に見ると学生

の満足度はインフォメーション・コモンズができて

から向上している， と変化をむしろ前向きに捉えて

いる方も複数おられた。

こうした変化も関係してか，職員は以前のような

近寄りがたい国書館員のイメージを払拭し学生た

琴真 6 インフォメーション・コモンズ個人学習ス ちに自分たちをより身近に感じてもらおうと，顔写

ベース 真の入ったポップなデザ、インの名刺をつくったり，
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自分でブログを運営するなど知恵、を絞って努力され

ている様子だ、った。

3. インフォメーション・コモンスεと'f善幸自リテラ

シー教育

グラスゴー・カレドニアン大学，シェフィールド

大学の両図書館では，情報リテラシー教育を始めと

する利用教育の実施状況，実施体iJj止効果等につい

て伺うことができた。両図書館は，インフォメー

ション・コモンズ内の 1室でガイダンスや講習会を

し学習のサポートを行っている。

3.1 シェフィールド大学の情報リテラシー教育

シェフィール F大学では，新入生向けに用意され

ているガイダンスを模擬的に受けることができたの

で，その内容を紹介する。ガイダンスは，講師の司

と，パソコン操作担当のアシスタントの2;gt一組
で、行われる。

会場の部屋は，講師のパソコン画面が，壁三面に

設置された3台のモニターへ映し出され，学生はど

のモニターを見ても構わないという，大変自由な空

間だ、った。こうしたスペースができたおかげで，従

来よりも講習が行いやすくなったとのことである。

ガイダンス時間は 30分程度である。まず，学生

に，青色，黄色， ピンク色というカラフルなカー iぐ

から無作為にカードを選ばせる。このカードには，

図書館に対ーする様々な質問がレベル別に詣:かれてい

る。例えば，以下のような質問内容である。

青色:[基本事項]Do 1 need to visit the librar・y?

黄色・〔資料や機器の場所等]What if the book 1 

want isn' t on the shelf? 

ピンク色:[施設の利用法等]My group has to 

prepare a presentation. Is there someiλThere we can 

wor・ktogether? 

講師は，質問内容の比較的易しい青色のカードを

持った学生から質問を読ませ.)IIR次，解答のスライ

ドをモニターに映しその説明を読む。シンプルな

質問と機械的な囲答のやりとりが，テンポよく繰り

返される内に，徐々に学生の興味を51く仕掛けに

なっている。事前に用意した質問 15開が終了する

と今後の質問や相談のためのメール，電話やツ

イッタ一等の連絡先を案内し，プログラムは終了す

る。ガイダンスには無駄がなく，非常にコンパクト

にまとめられており，必要な情報を短時間で伝える

ようにできている。なお，こうしたガイダンスに

は，学生がカリキュラムの中で必ず受講しなければ
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ならないものと，密書館が自主的に開催するものと

カfある。

摸擬ガイダンス後，講師2名に話を伺った。大学

生対象のガイダンスに，ゲーム感覚を残すと幼稚

なものになりかねないという'悩みは， 日本と同様で

ある。密告:館員が長時間しっかり説明をしても，学

生の眠気を引き起こすようでは意味が無い。大学入

学当初のガイダンスは，図書館内の細かい説明より

も，まず図書館という施設に関心を抱かせることの

方が大事に思える。それは， どの国の利用教育担当

者も共通に思うことだと実感し談笑した。また，

現行の学生参加型ガイダンスに至るまで，繰り返し

フィードパックを行っており，現在もガイダンスや

講習会に参加した学生には，意見や感想、を付護に書

いてもらうようお車買いしているとのことである。 7伝

式張らないメモのように書き残せる付遣が，学生の

さりげない意見を拾うことができるのかもしれない

と思えた。

新しく作られた学習空間を活用し以前とは違っ

た興味深いガイダンスや講習会が行われ，順調に見

える一方で、，講習スペースの擁保という新たな悩み

を抱える大学もある。グラスゴー・カレドニアン大

学のソルタイヤ・センターでは，グループ学留フロ

アの 1室を講習会吊の部屋として使用していたが，

シェフィールド大学のインフォメーション・コモン

ズには，講習会用の部屋が無いため，講習会を行う

際はその都度，利用教育担当の職員がグループ学習

室を予約して使用している。我々が模擬ガイダンス

を受けた部屋の前には予約表があり，予約の無い時

間荷は学習スペースとして使用されている。

本来，インフォメーション・コモンズは，学生の

告主性を重んじた学習空間である。学習空間を優先

的に考えた結果，島然と利用教育を行う場月ITが|浪ら

れてしまうのは仕方がないことである。講習スペー

スの確保という悩みを持ちながらも，新しく作られ

た学習空間をいかに活用し講習会等を行うかとい

う課題へ焦点を移している利用教育の担当者から，

柔軟性と努力を感じた。

また，オンライン教材ーも利用教育の充実に一役

買っている。 模擬ガイダンス後，オンライン・

チュートリアルの教材について紹介していただい

た。学生が各自で指定されたウェブサイトにアクセ

スし画面に表示されるいくつかの質問に)1援に答え

てゆく形式のものである。これは5. 6年前に試行

的に始められたもので 開発は司書が教材作成を担

当する部門と協力して行い その後改良を加えて現

在のような形になっているという。学生には，ガイ

ダンスの前後などにオンライン教材を補助的に使用
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してもらっているとのことであった。時間に制限の

あるガイダンスのため，場所を関わず学習で、きるオ

ンライン教材を効果的に活用しているようだ。

3.2 模擬ガイダンスを受けて(情報リテラシー教

育の感想)

以上のように模擬カイダンスを受け，説明を開い

た全般的な感想、としては，情報リテラシー教育の実

施状況について，英国と日本の大学とでそれほど目

立った違いはないというのが正直なところである。

例えば，学生の必修授業としてガイダンスを行った

り，図書館の中の偲加の部屋をその会場として利用

するという形は日本の多くの大学留書館と同じであ

るし，オンライン・チュートリアルに関しでも日本

の先進的な大学関詣:館ですでに実施している仰があ

るカ、らである。

我々の印象に残った点として，付け加えたいのは

次の点である。清if.員リテラシーの実施体制に関連し

て，模擬ガイダンスをしていただいたのは司書の方

と.図書館内の教材作成を担当する部門に所属する

技術系の職員の二人であったが，情報リテラシー教

育に関連して，このように司書が他の職種と連携し

て行う業務が予想以上に多く，重要なポイントと

なっているようである。

シェフィールド大学問書館の職員構成に関してい

うと，いわゆる苛舎の他，技術系の職員や一般事務

系の職員が多くの割合を占めている。市舎の肩書き

のある職員の多くは fファカルテイ・リエゾン・

チーム」という部門に属しているが，ここに属する

10数名の司書は，全員が「リエゾン・ライブラリ

アンJとしてそれぞれ専門の領域を持っている。い
わゆる「サフ守ジェクト・ライブラリアンJのシステ
ムで，各々が担当分野の学部の教員と連携しながら

学生のための学習サポートを行っている。

15iUえば，シェフィールド大学図書館ではウェブサ

イトの中にシラパスの科目ごとに関連文献など教材

のリストをつくっている。ここからリンクをたどっ

て電子ジャーナルの論文などを直接閲覧することが

できる，いわば関連教材へのリンク集のようなもの

であるが，教員から提出されたリストをもとにこの

リストをつくるのもリエゾン・ライブラリアンの仕

事である。こうしたものも教員との連携，そして前

述のオンライン・チュートリアルと開様に，教材作

成の IT部門の職員との連携なくしてつくることは

不可能であろう。

我々は欧米のサブジェクト・ライブラリアンとい

うと，各々がもっと独立的に自分の分野の業務を

行っているものとイメージしていたが，ここでは予

写真7 インフォメーション・コモンズi九模擬ガイ

ダンスの後で

想以上にオープンに，同僚や教員， 1也の職種のス
タッフと密接に連携しながら，情報リテラシー教育

の実施や教材の作成を行っている印象を受けた。そ

して， このように様々なスタッフと連携しながらプ

ログラムを企画してゆくことができるコミュニケー

ション能力や実行力が大学密書館の職員に要求され

ているのは， 日本でも英国でも同じであるようだ。

4. おわりに

広島大学図書館，鳥取大学的属図書館ともに，平

成 22年4月，ラーニング・コモンズがオープンし

た。従って， 自館のラーニング・コモンズの現状を

念頭に置いての今回の訪問であった。

なによりも勇気づけられたのは，シェフィールド

大学もグラスゴー・カレドニアン大学も，試行錯誤

の末に今のインフォメーション・コモンズに到達し

たということである。いや，まだ過程であるという

方が，お話を何った印象では正しいといえる。利用

者の声を開きながら，変えてきた，変えてきている

という言葉は，我々の心に深く残っている。

最後に，今閤の調査訪問の機会を与えていただい

た国大国協，広島大学後援会をはじめとした関係各

署の方々，現地i望書館で暖かく受け入れていただい

た方々，および長期にわたる出張に快く送り出して

いただ、いた広島大学図書館と鳥取大学的属図書館の

皆さまに感謝いたします。
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